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	　開会あいさつ。

　それでは、会議に入ります。

　前回の議事録の確認をお願いいたします。
　訂正などございませんか。
　ありませんか。

（「ありません」の声あり）

　なければ、後程、署名をお願いいたします。
　次に教育長の報告事項をお願いいたします。

　大変長丁場になりましたが、３日間19校と学校施設のご視察を今日終え、大変ありがとうございました。お忙しい中に全部の学校を回っていただきました。
　やはり学校訪問をしてある意味構えた時点での視察になると思うのですが、課題に向かって一所懸命先生方取り組んで、生き生きとした様から来るものなのか、エネルギーをこちらの方がもらう学校があるかと思うと、体裁は整っているのですが、どうも個々の先生方に校長先生の意図とか教育委員会、県教委含めて意図が伝わっていない先生方が中には見られるというのはちょっと残念な気がします。また今度校長会でその辺は指導したいと思います。
　それから月曜日に県の前教育長であった小矢さんの送別会を大分の方で催しました。お辞めになった教育長さん方を含めて23名がお集まりになりました。その中で小矢さんがご挨拶をなさいました。心に残っておるのは事件が起きてその後再任される時に辞退を相当なさったみたいです。「私はもうここで辞めたい。」と知事に申し上げたんだけども、知事の方から「そういう責任の取り方は易しい。辞めるのはいつでもできるでしょう。こういう事件が起きて、後始末の目途も立たない中であなたが辞めるということは、ちょっとおかしいのではないですか。ある程度解決の目途が立つまで取り組んで、そして辞めるという責任の取り方もあるのではありませんか。」と慰留をされて、「では、私はある程度目途が立つまで頑張ります。」ということで再任を反対轟々の中で受けました。
　それで試験の方法を改変したり、校長、教頭の登用のあり方を人事評価を主にするやり方に変えたり、被害にあった若い先生方への弁済をしたり、そういうこともあって一部を除いて和解もできた。そしてある程度新しいやり方での県での取り組み、例えば学力の向上についても今年はある程度学力が上がりましたから、「これで目途がついたという形で私は辞めさせていただきます。」ということでございました。「本来であれば各教育委員会にもいろいろご迷惑、ご苦労を掛けたのでご挨拶に伺うべきところでありますが、忙しくお伺いできませんでした。」とのお詫びの言葉もありました。
　大変ドラマチックな３年間だったであろうなと思います。責任の取り方としては良かったのではないかと思います。以上です。
　ありがとうございました。
　ただいまの教育長の報告事項についてご意見ございませんか。無ければ議事に入ります。
　議案第84号　日田市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について、スポーツ振興課お願いします。
　スポーツ振興課でございます
　議案第84号でございますが、これは後に続きます議案第85号から88号までとも関連しておりますけれども、これは昭和38年に制定されました「スポーツ振興法」が50年ぶりに改正されまして、「スポーツ基本法」として今年の８月24に施行されました。
　改正前のスポーツ振興法では体育指導委員は市町村の教育委員会が任命する非常勤の公務員としてスポーツの実技指導とスポーツに関する助言指導を行うことになっておりました。今回改正のスポーツ基本法では、この体育指導委員がスポーツ推進委員と名称変更されまして地域スポーツの推進役として位置付けがされたところでございます。このようなことから、今回非常勤であります特別職の報酬及び費用弁償に関する条例を別表にありますように体育指導委員からスポーツ推進委員に変更するものでございまして、支給額等の他の変更はございません。
　なお、スポーツ推進委員に関する経過措置といたしまして、改正前のスポーツ振興法の体育指導委員は改正後のスポーツ基本法のスポーツ推進委員とみなすことにされておりますので、今年４月の時点で50名の方を体育指導委員として任命いたしましたけれども、これを改めてスポーツ推進委員として任命はせずに、次回の任期からといたしております。以上でございます。
　ありがとうございました。

　ただいまの、議案第84号　日田市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について、ご意見、ご質問はございませんか。

　お尋ねしてよろしいでしょうか。
　今50名ということでおっしゃられましたけど、50名の内容といいますか、どういうスポーツの方にお願いをしているかとか、報酬は僅かなもののようですが、スポーツの種類によって頻度というか、毎週はないかもしれませんが、月に２、３回の方もあれば、年に１回の方もあるのでなないかと思いますが、その辺はどうなんでしょうか。
　50名の方は合併前の旧町村からの方も合併で一緒になって50名になっておりまして、以前の旧日田市の方が25名、旧町村からの方が25名おりました。その種目につきましては、バレーとか陸上とかいろんな種目をやっている方もいらっしゃいますし、生涯スポーツといいますか軽スポーツをやっている方もいらっしゃいます。体協からの推薦ということで、各地区から選出されて活動されているということでございます。
　頻度といたしましては、やはりバレーとかになりますけれども、地区とかに行くよりも全体的な日田市全体のスポーツ活動に協力していただくウエイトが大きくて、これは今後の課題じゃないかと思っております。以上でございます。
　他にございませんか。ありませんか。
（「はい」という声あり。）

　それでは議案第84号につきまして、原案の通り議決いたします。
　議案第85号　日田市体育指導委員規則の全部改正について、スポーツ振興課お願いします。　　　　　　

　議案第85号　日田市体育指導委員規則の全部改正についてでございます。第84号でもご説明いたしましたけれども、スポーツ基本法の施行によりまして、昭和38年に定めました「日田市体育指導委員規則」を全部改正するものでございます。旧法でありましたスポーツ振興法に体育指導委員の役割につきましては、近年スポーツの実技指導やその他のスポーツに対する助言のみならず、スポーツ推進のための事業の実施に係る関係機関とか関係団体と連絡調整が重要になっていることから、スポーツ基本法ではこうした職務をより適切に表す表現でスポーツ推進委員と名前を変更されております。
　またその職務につきましても、市民や地域、それから行政などと結ぶコーディネーターの役割も担ってもらおうということで、文字通り地域スポーツの推進役として位置づけられておりまして、この規定も明確にされております。そういったことから、日田市の体育指導委員規則も体育指導委員という名称をスポーツ推進委員とに変更されるだけでなく、職務などもスポーツ基本法に沿ったものに全部改正するものでございます。
　大きな改正点といたしましては、そこに趣旨として書いておりますが、第１条にスポーツ基本法ということで、以前はスポーツ振興法となっておりましたけれども、そこの内容の中でのスポーツ推進委員という名称が変わっているところ、それから職務の第２条でございますが、その中で（１）に「スポーツの推進のための事業の実施に係る連絡調整」ということで、これは前回の規則にはありませんで、今回最初の項目として規定しました。これは基本法でもその役割が大きいのですよということの位置づけでございます。
　その他の関係につきましては、お手元に新旧対象表をお渡ししております。これに下線を引いておりますけれども、ここが変わっているということで見ていただければと思っております。第３条以降につきましては、基本的には変わっておりません。それから３ページの経過措置でございますが、先程申しましたようにスポーツ基本法の施行によりまして、これまでの体育指導委員はスポーツ推進委員とみなすとの経過措置も設けさせていただいているところでございます。以上でございます。
　ありがとうございました。
　ただいまの、議案第85号　日田市体育指導委員規則の全部改正について、ご意見、ご質問はございませんか。

　ありませんか。よろしいでしょうか。
（「ありません」という声あり。）

　それでは議案第85号につきまして、原案の通り議決いたします。
　議案第86号から議案第88号までは、一括上程させていただきます。
　議案第86号　日田市教育庁組織規則の一部改正について、議案第87号　　日田市教育委員会に対する事務委任規則の一部改正について、議案第88号　日田市教育委員会文書取扱規程の一部改正について、スポーツ振興課お願いします。
　議案第86号から議案第88号までにつきましては、先にご説明いたしましたようにスポーツ基本法の施行に伴ないまして、「体育指導委員」を「スポーツ推進委員」と、それから委員さんで構成されております「体育指導委員会」を「スポーツ推進委員会」とそれぞれ名称を変更させていただくものでございます。以上でございます。
　ありがとうございました。
　ただいまの議案第86号、議案第87号、議案第88号につきまして、ご意見ご質問ございませんか。
（「ありません」という声あり。）
　よろしいでしょうか。名前が変わるだけですね。

　

　そうですね。

　議案の４ページの改正前と改正後は右と左が逆ですね。改正後がスポーツ推進委員ですね。

　議案の４ページの「改正前」と「改正後」という表の中の文字ですが、逆になっています。申し訳ありません。
　スポーツ推進委員が新しい名前です。
　他にございませんか。
　なければ議案第86号、議案第87号、議案第88号は、原案のとおり議決いたします。
　それでは次に追加議案がございます。ここで事務局より追加の申し出があっております。本日の議事に追加することにご異議ございませんか。みなさんよろしいでしょうか。
（「はい」という声あり。）
　それでは、ただいまから追加議案について議事に入ります。事務局より議案の説明をお願いいたします。
　それでは追加議案をお願いいたします。
　選挙第1号　日田市教育委員会委員長の選挙について及び議案第89号　日田市教育委員会委員長職務代理者の指定についてでございます。選挙第1号につきましては、現髙倉委員長さんの任期が来る11月14日までとなりますことから、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第12条第１項の規定及び日田市教育委員会会議規則第１条の規定により、投票で委員長の選出をするもので、無記名投票とするものでございます。投票で最多数を得ました委員さんが当選人となることになります。同数の場合はくじで当選人を決定することとなります。なお、任期については平成23年11月15日から平成24年11月14日までの1年間になります。
　また、議案の第89号につきましては、日田市教育委員会委員長職務代理者の指定についてでございまして、これも法の規定に基づきまして、委員長の指名によりまして次期職務代理者の指定を行うもので、任期については平成23年11月15日より次期委員長が選挙される日までということになっています。以上でございます。
　ありがとうございました。

　この議案は人事案件ですので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第13条第6項及び日田市教育委員会会議規則第16条第1項の規定により、非公開審議としたいと思いますがご異議ございませんか。
　よろしいでしょうか。
（「はい」という声あり。）
　それでは、会場を隣の小会議室に移しますので、教育委員のみなさんと事務局は移動をお願いします。他の皆様方はこのまま少しお待ちください。
（会場を隣の小会議室へ移動）
　それでは、地方教育行政の組織及び運営に関する法律及び日田市教育委員会会議規則により、選挙を行います。

　投票用紙を配布してください。
（投票用紙を事務局が各委員に配布し、それぞれ投票箱に投票）
　投票結果を報告してください。
　投票結果をご報告いたします。

　河津武俊委員４票、安岡英次委員１票でございます。

　只今の教育総務課長の報告のとおり、河津武俊委員が新教育委員長に選任されました。

　引き続き、会議を続行します。
　議案第89号　日田市教育委員会委員長職務代理者の指定についてでございます。
　職務代理者の推薦方法は、慣例として新委員長が推薦し、任命しておりますがよろしいでしょうか。
（「はい」という声あり。）
　新委員長に一任されましたので、安岡委員に委員長職務代理者をお願いしたいと思います。
　わかりました。お受けいたします。

　議案第89号　日田市教育委員会委員長職務代理者の指定については、安岡委員を指定することに決定いたしました。

（会場を隣の会議室へ移動）

　ただいま別室で行なわれました、選挙第1号「日田市教育委員会委員長選挙」の開票結果について、また、議案89号「日田市教育委員会委員長職務代理者の指定」の指定結果についてご報告いたします。

　平成23年11月15日からの（新）教育委員長に河津委員が、（新）委員長職務代理者には安岡委員が、当選及び指定をされましたのでご報告いたします。
　ここで、新教育委員長、委員長職務代理者にあいさつをお願いします。
　ただいまの教育委員会の選挙によって、教育委員長という大役を仰せつかりました。年齢もいっておりますし、どうかなという思いもありますけれども、折角の機会ですから、1年の任期期間中全力を尽くしてやらせていただきます。
　教育というのは一番大事な問題ですから、教育委員会という存在は欠かせません。市民、教育を受ける生徒さんたち、そして学校の先生のためにがんばっていきたいと思っております。

　よろしくお願いします。
　私も三年やらせていただいて、自分の中では何ができて、何がお役に立っているのかという思いもあるわけですが、任命を受けた限りは、河津先生をお支えして、精一杯頑張りたいと思います。
　ご指導のほど、よろしくお願いいたします。
　よろしくお願いいたします。

　私も来月の14日までですが、みなさんのご協力のおかげで大役を果すことができました。ありがとうございました。
　それでは、次の「報告事項」に入ります。
　報告第17号　寄附採納報告（平成23年９月期採納分）、お願いします。
　議案集の９ページをお願いいたします。

　報告第17号　平成23年９月期分　寄附採納についてでございます。

　まず、香典返しを４名の方から６件の28万円いただいております。

　それから、地区寄附といたしまして、４名の方から、現金を10万円、図書カードを２万円分、そして児童図書や写真ニュースを13万3千365円相当いただきました。

　これを整理いたしますと、現金が７件の38万円、物品が３件の15万3千365円、合わせまして10件の53万3千365円のご寄付を９月にいただいております。

　以上ご報告いたします。

　ありがとうございました。ただいまの寄附採納報告につきまして、ご意見ございませんか。
　香典返しの金額が、下の欄では38万円になっていますが。

　上が香典返しで28万円になろうかと思います。それから、下の地区寄附にも武内さんから10万円現金でございます。一番下の合計の部分は現金と物品に分けての掲載ですので、38万円は28万円と10万円を足したものです。
　わかりました。
　ちなみに武内さんの10万円に寄附理由は何かありますか。
　指定寄付ではありませんので、若宮小学校のために何か使ってくださいということだと思います。

　香典返しで森山さんから沢山いただいておりますけれど、先生をされていたんですか。

　そうです。ご主人が北中の理科の先生でした。

　今年も現役の教職員が病気で命を落としました。
　
　他にございませんか。

（「ありません」という声あり。）
ありがとうございます。大事に使わせていただきます。

　それでは、その他に入ります。

　11月期定例教育委員会会議の日程について、教育総務課お願いします。

　11月期は11月24日木曜日を一応予定いたしております。変更がある場合は早めに連絡させていただきます。以上でございます。
　11月24日、水曜日ではないですね。
　はい、水曜日が休日になりますので、木曜日にさせていただきます。
　よろしいでしょうか、皆さん。午後３時からです、よろしくお願いします。次、お願いします。

　「おおいた教育の日」推進大会について、お願いします。
　議案集の10ページをお願いいたします。

　毎年大分県では11月１日を「おおいた教育の日」と定めまして、学校、家庭、地域社会が一体となった教育に対する取り組みの推進を目指しておりますけれども、その中で、色んな催しが行なわれます。

　その１日の午後から、来週の火曜日になりますが、推進大会が実施されます。

　会場は宇佐市の文化会館ウサノピアで、第一部は式典でございますけれども、第２部では「おおいたの食育」をテーマにいたしまして、東京農大の先生の講演ですとか、高校生の実践発表も予定されておるようでございます。

　日田市からも教育委員さん、事務局職員、そして教職員も参加する予定でございますので、よろしくお願いいたします。以上です。

　おおいた教育の日推進大会につきましては、安岡委員さんと私が参加いたします。

　よろしくお願いいたします。

　日田教育事務所管内教育委員研修会について、お願いします。
　議案集の11ページをお願いいたします

　日田市教育事務所管内教育委員研修会についてでございます。

　これも大分県の主催で、毎年この時期に行なわれているものでございます。

　開催日が、先程の「おおいた教育の日推進大会」の翌日となりますけれども、11月２日水曜日で、会場は玖珠町のホテル清流で予定されております。

　内容といたしましては、コミュニティスクールに関する文科省職員の方による講演ですとか、それから、福岡県芦屋町の教育長さんによります、小中一貫校に関します具体的先進事例をご講演いただけるようになっております。

　日田玖珠のそれぞれの教育委員さん方、事務局職員が参加対象となっておるものでございますので、こちらにつきましてもご参加をよろしくお願いいたします。以上でございます。
　ありがとうございます。
　日田市教育事務所管内教育委員研修会には、全員参加させていただきます。
　よろしくお願いいたします。
　他にはございませんか。

　11月の行事日程で一つだけ訂正をさせてください。

　裏面でございます。11月22日に人権・同和教育室の担当で、人権教育研究指定事業の公開研究発表会がございますが、場所が桜竹小学校となっておりますが、五馬中学校の間違いでございます。訂正をお願いいたします。以上でございます。
　22日の公開研究発表会ですね。五馬中学校ということですね。
　他にございませんか。
　今日で学校訪問が終りまして、皆さんもいろんな考えを持ってらっしゃると思います。いろんな学校を見させていただきました。１年生が一人、６年生が一人というクラスですとか、大明のように生徒が増えて賑やかになった学校とか見させていただいて参考になりました。
　私の知人で大阪大学の教育学部の准教授がいます。その方の専門が世界の教育を比べる「比較教育学」というのですが、こちらは学校数が減ったりしているけど外国はどうですかと聞きましたら、先進国ではやはり同じだと言っておりました。学校が減るのは人口的な面でしかたないし、外国でも長い距離をスクールバスを使って通ってますよと、言っておりました。やっぱり、生まれた町から学校が無くなると寂しいからですね、１年から３年までをある学校に、４年から６年をまた別の学校に置いて学校を残している所もありますよ。とも言われまして、「ああ、なるほどなあ。」という思いがしましたけれども、最後は同じことだから同じ学校にして学ぶのがいいのかなと思いました。町から、村から学校が無くなることに反対する住民も結構いるんだ。ということを聞かされて、そういう状態にあるのかと参考になったので、ご報告をいたします。
　それからサポート補助員等とかもたくさん置かれてきているようですね。そして私たちが言っているＴ.Ｔもかなりやっているようで、石井小学校とか光岡小学校にいったら結構そういう学級でですね、Ｔ３まであるクラスが何校かあって、日本もそういったところでは大した国になりつつあるなと感じました。私たちの頃から考えられないことです。一人の子どもに３人の先生がついたりした、そういう時代になってきたと感じました。
　その人はまだそういう研究を続けていらっしゃりますから、いい本でも出したら教えてくださいよと言っておりましたので、世界的にもこういう時代になりつつあるというのを直に聞いて、ああそうかと思いましたので、ご報告をいたします。
　はい、ありがとうございました。
　他にございませんか。

　なければ、以上をもちまして会議を終ります。お疲れ様でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了時刻：午後３時４０分
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